
　9月7日・8日、さつき苑デイサービスセンターで、

デイサービスを利用する高齢者と保育所の園児が交

流する、敬老会がおこなわれました。 

　7日は、御牧保育所の園児がセンターを訪れ、玉入

れなどのレクリエーションや歌の合唱、プレゼント

の交換などをして、楽しい一日を過ごしました。 

みんな笑顔で交流会 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 
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【らおさん】 

【御牧馬寮】 

【淀川渡船所の碑】 【神馬火鎮】 

　御牧小学校の南側に「平安朝
御牧馬寮故址」の碑があります。
御牧馬寮は、平安初期の禁中の
年中儀式や制度などの事を記した延喜式に記載されている、広大
な御料牧場のことです。淀の美豆から北川顔、藤和田、封戸周辺
にかけて御料牧場があったと考えられています。馬嶋や馬場崎、
馬場崎野などの地名からも、うかがい知ることができます。 

　明治36年に始まった宇治川付け
替え工事は、明治40年に完成し、
淀から一口の間に渡し船が運航され
るようになりました。当時は、淀から大橋を渡って御牧へ行くよりも、渡
し船のほうが疲れずに短時間で行けるので、利用する人も多く、30人乗れ
る大型船は連日盛況でした。昭和28年に宇治川の堤防の左岸決壊による洪
水の影響で渡し船は廃止され、代わってバスが運行されることになりました。 

 
　森にある玉田神社の社伝として残る話に、「神馬
火鎮」があります。御牧の地から献上した馬が宮中
の大火事の炎を鎮めたということで、馬に火鎮の名
を与えられました。この馬の死後も、名馬にふさわ
しい立派な塚を作り、馬見塚と名づけて丁重に葬っ
たと伝わっています。 

 
　野村の常磐神社の境内に、高く積んだ石垣の上に
祠が建っています。この祠をらおさんと呼んで祀っ
ています。らおさんは、水分大神を祭神とする雨乞
いの神さんです。3月には、鉢巻飯の神事がおこな
われます。 

ほこら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ご 
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秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
 

ふ
る
さ
と
く
み
や
ま
の
散
策
へ
 

　
宇
治
川
と
木
津
川
が
流
れ
る
豊
か
な
自
然
の
中
に
あ
る
久
御
山
町
。
長
い
歴

史
の
な
か
で
守
り
育
て
ら
れ
て
き
た
清
ら
か
な
川
の
流
れ
や
の
ど
か
な
田
園
風

景
は
、
ま
ち
の
宝
で
す
。
 

　
今
号
で
は
、
こ
の
ふ
る
さ
と
の
地
に
数
々
残
る
史
跡
や
古
く
か
ら
伝
わ
る
祭

り
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
心
地
よ
い
秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
散
策
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

じん め 

ひしずめ 
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再発見！まちの魅力 

【流れ橋】 

【神牛石神社】 

【雙栗神社のクスノキ】 

【野神さん】 

【四松明神】 

 
　三間社流造の建築様式で、
屋根は檜皮葺の雙栗神社
本殿は有名ですが、その北側の、高さ約30㍍の大楠を
ご存じですか。この木は、平成8年に町天然記念物に指
定されました。注連縄が張られ、根元に稲荷社が祀ら
れていて、樹齢400～500年と推定されます。 

 
　新開地一円は、旧逓信省航空局乗員養成所の飛行場の跡
地です。昭和16年ごろから練習機が離陸や着陸の訓練をお
こなっていました。養成所での訓練は、2年程で終わりま
したが、この養成所で訓練に励み、南海の戦闘に動員され
戦死した練習生や教官らも多く、その人たちの霊を慰める
ために、中央公園内には記念碑が建てられています。 

 
　佐古にある若宮八幡宮の境内の、北西一角に石塔
を集めて祀ってあります。この石塔を地域の人たちは、
野神さんと呼んで祀っています。暗闇の奇祭として
知られる野神の神事は、明かりをつけない暗闇の中で、
声も出さず音も立てずにおこなわれます。 

 
　府道八幡城陽線の木津川に架かる流れ橋は、正しくは上津屋橋とい
い、全長356.5㍍、幅3.3㍍の木造橋です。昭和28年に架設され、増
水時に橋脚の抵抗を少なくするために、橋脚の上にのっている橋板が
川面に浮かび流れ出します。水が引くとワイヤーロープでつながれた
橋板を引っ張り上げ、元のように修理し、復旧します。この独特の構
造から流れ橋と呼ばれ、時代劇のロケにもよく使われています。 

 
　佐山にある神牛石神社の御神体は、牛の形をした
黒色の大きな石で、なにか異変のおこる前には、し
っとりとぬれて予言するといわれている霊石です。
牛の形をした神牛石は、赤、白、黒の三個があり、
赤は上野国、白は琵琶湖底に祀られているといわれ
ています。 

 
　古川沿いに四松明神と稲荷社が祀られています。四松大明神、吉長
大明神と刻んだ石碑があり、四本の松の主を祀ったのが四松大明神、
蛇の主を祀ったのが吉長大明神です。昔、このあたりは、巨椋池の中
にあった小さな島で、四本の松の大木があり、草むらに蛇の群れが生
息していました。巨椋池をゆく舟は、霧が濃く視界が悪い日は、この
松を目印にして舟を操り、その島で休息をとっていたといわれています。 

ひわだ　ぶき 
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調
査
票
は
届
き
ま
し
た
か
？
 

　
総
務
省
は
、
10 
月
１
日
を
調
査
日
と
し
て
、
国

勢
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
国
勢
調
査
は
、
行
政
な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
る
、

人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
国
の
最
も

基
本
的
な
調
査
で
す
。
 

　
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し

て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭

に
調
査
票
は
届
き
ま
し
た
か
？
 

　
も
し
、
ま
だ
調
査
票
が
お
手
元
に
届
い
て
な
い

場
合
は
、
至
急
、
広
報
行
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

　
ご
不
在
が
ち
な
人
な
ど
は
、
調
査
票
を
直
接
役

場
へ
郵
送
で
提
出
も
で
き
ま
す
の
で
、
郵
送
提
出

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い

の
地
域
を
担
当
す
る
調
査
員
ま
た
は
広
報
行
政
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

   　
国
勢
調
査
員
は
必
ず
「
国
勢
調
査
員
証
」
を
携

帯
し
て
調
査
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
調
査
期
間
中
、

国
勢
調
査
を
装
っ
た
語
り
調
査
な
ど
類
似
調
査
に

よ
り
、
個
人
情
報
が
狙
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
員
に
調
査
員
証
の

提
示
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
電
話
な
ど
が
あ
っ
た
と
き

は
、
質
問
等
に
は
答
え
ず
、
広
報
行
政
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

 

語
り
調
査
に
ご
注
意
を
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　行政相談とは？ 
　住民のみなさんの、国などの行政に関する苦情や意見・
要望をお聴きし、その解決や実現の促進を図るとともに、
これらを行政運営に反映させるために行政相談をおこなっ
ています。 
　この行政相談を広くみなさんに知っていただくため、10
月17日bから23日aまでを行政相談週間としています。 
　相談を受け付ける範囲は、国道や年金・福祉などの行政
機関に関すること、郵便や電話・高速道路などの特殊法人
に関することなどです。 
 
 
 
 
 

　今月の相談は 
　行政相談は月1回、人権擁護相談と一緒に役場庁舎1階相
談室でおこなっています。 
　今月の相談は、12日dで、午前10時から午後3時まで役場、
午後1時から3時までゆうホールでおこないます。 
　相談は無料で、相談者の秘密は固く守られますので、お
気軽にご相談ください。 
問い合わせ／広報行政課 
 
 一日合同行政相談所 
お気軽にご相談ください 
・困りごとがあるがどこに相談してよいかわからない 
・年金の制度や仕組みがわからない 
・税金のことがわからない 
・相続のことがわからない 
 
　このような悩みや困りごとに専門機関の担当者や行政相
談員がお答えする、行政なんでも相談所を開設します。 
日時／10月28日f　午後1時～3時30分 
場所／ジャスコ久御山店1階（南側入口） 
費用／無料 
問い合わせ／京都行政評価事務所1075（211）1100 
 

行政相談 
お気軽にどうぞ！ 

行政相談週間 10月17日～23日 
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    ▽
人
口
は
１
7
，
0
8
0
人
 

　
世
帯
数
は
5
，
6
7
2
世
帯
 

　
平
成
12 
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
久
御

山
町
の
人
口
は
１
7
，
0
8
0
人
で
し
た
。
平
成

7
年
調
査
で
は
１
8
，
１
3
3
人
で
し
た
の
で
、

こ
の
5
年
間
で
１
，
0
5
3
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
2
年
調
査

か
ら
減
少
の
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
男
女
別
に
人
口
を
み
る
と
、
男
性
が
8
，

4
9
3
人
、
女
性
が
8
，
5
8
7
人
で
、
女
性
が

男
性
を
94
人
上
回
っ
て
い
ま
す
。
　
 

　
ま
た
、
世
帯
総
数
は
5
，
6
7
2
世
帯
で
し
た
。

こ
の
5
年
間
で
64
世
帯
減
少
し
、
昭
和
60
年
を
ピ

ー
ク
に
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
 

 

▽
50
歳
か
ら
54
歳
が
最
も
多
い
 

　
5
歳
ご
と
に
人
口
を
み
る
と
、
50
〜
54
歳
が
１
，

7
6
6
人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
25
〜
29
歳
が
１
，

6
6
１
人
、
20
〜
24
歳
が
１
，
3
8
7
人
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
人
口
割
合

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

▽
昼
間
人
口
は
3
0
，
0
0
0
人
 

　
本
町
へ
昼
間
に
通
勤
・
通
学
な
ど
で
来
る
人
は

１
7
，
2
9
5
人
で
、
昼
間
の
人
口
は
2
9
，

2
5
0
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
夜
間
の
人
口
と
昼
間

の
人
口
を
比
率
に
す
る
と
１
7
１
・
5
㌫
で
、
全

国
の
市
町
村
（
13 
大
都
市
の
各
区
、
人
口
5
，

0
0
0
人
以
下
を
除
く
）
で
最
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

▽
第
3
次
産
業
就
業
者
の
割
合
が
増
加
 

　
産
業
3
部
門
別
に
就
業
者
数
9
，
１
3
8
人
を

み
る
と
、
第
１
次
産
業
就
業
者
は
7
0
4
人
、
第

2
次
産
業
就
業
者
は
3
，
4
9
9
人
、
第
3
次
産

業
就
業
者
は
4
，
8
3
6
人
で
し
た
。
就
業
者
の

中
で
最
も
多
い
の
は
製
造
業
に
従
事
す
る
人
で
2
，

6
5
7
人
。
次
に
サ
ー
ビ
ス
業
１
，
7
4
4
人
、

卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
店
１
，
7
2
6
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

前
回
（
平
成
１２
年
）
調
査
の
 

　
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

 
●昭和30年～平成12年の久御山町の人口および世帯数の推移 

20,000人 

1225
1562

5736 5672

2887

5818

4650

5818

4650

1268

2087

5795

6524

人口 

昭和 
30年 

世帯数 

7,000世帯 

6,000世帯 

5,000世帯 

4,000世帯 

3,000世帯 

2,000世帯 

1,000世帯 

0世帯 

16,000人 

12,000人 

8,000人 

4,000人 

0人 
45年 60年 平成 

12年 

6400
7231

8766

11540

16345

19136 18798
18133

17080

●年齢（5歳階級）・男女別人口 

1,000人 1,000人 500人 500人 

70～74
75～79歳 
80～84
85～89

55～59
60～64
65～69

40～44
45～49
50～54歳 

25～29歳 
30～34
35～39

10～14
15～19
20～24

0～4歳 
5～9

不詳 
（年齢） 女 

8,587人 
男 

8,493人 

484
391
396

530
735

824
601
452
450

557
852

671
517
403
277
171
96
63
24

408
398
367
491
652
837

560
441
416

646
914

640
486
367
341
260
198
160

4

●年齢（3区分）別人口構成比の推移 

昭和 
60年 

平成 
2 年 

14歳以下の人口 15～64歳の人口 

65歳以上の人口 

7 年 

12年 

0％ 25％ 50％ 75％ 100％ 

26.0

20.6 70.9 8.3

10.472.4

13.771.9

16.5

14.3

67.2 6.7

●他市町との昼間の人口の比較 

※年齢不詳の人は含みません。 

　①（人口）に対 
　する⑤（通勤・ 
　通学者を含む 
　人口）の割合 
　（⑤／①×100） 

 
⑤通勤・通学 
者を含む人口 
　（①＋④） 

 
③他市町村へ 
通勤・通学す 
る人 

 
②他市町村か 
ら通勤・通学 
する人 

 
 
①人口 

 
④流入して 
きた人　 
　（②－③） 

久 御 山 町  

京　都　市 

京 田 辺 市  

宇治田原町 

宇　治　市 

井　手　町 

八　幡　市 

城　陽　市 

17,052
1,454,368
59,575
9,840

188,803
9,102
73,638
84,295

17,295
247,518
19,888
2,500
28,542
1,207
9,267
10,162

5,097
117,260
21,247
2,996
59,273
2,759
25,356
30,210

12,198
130,258

▲1,359

▲496

▲30,731

▲1,552

▲16,089

▲20,048

29,250
1,584,626
58,216
9,344
158,072
7,550
57,549
64,247

171.5
109.0
97.7
95.0
83.7
82.9
78.2
76.2

●産業別就業者数の推移 

昭和 
60年 

平成 
2 年 

第1次産業 第2次産業 第3次産業 分類不能 

7 年 

12年 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

9.9 43.7

8.7 43.0 48.1 0.2

0.751.2

1.152.9

39.98.2

7.7 38.3

46.4 0.0

0.2

0.7

1.1

0.0

●産業別就業者数 

農業 
704人 

分類不能の産業99人 公務（他に分類され 
ないもの）253人 

鉱業3人 

建設業 
839人 

製造業 
2,657人 

電気・ガス・熱供給・ 
水道業21人 

運輸・ 
通信業 
832人 

卸売・ 
小売業、 
飲食店 
1,726人 

金融・ 
保険業 
147人 

不動産業 
113人 

サービス業 
1,744人 

第1次産業次産業 
7.7％ 
第1次産業 
7.7％ 

第2次 
産業 
38.3％ 

分類不能 
の産業 
1.1％ 

15歳以上 
就業者数 
9,138人 

第3次 
産業 
52.9％ 
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区　分 
久　　御　　山　　町 

期 末 手 当  

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 

勤 勉 手 当  

0.70月分 

0.70月分 

1.40月分 

国 

期 末 手 当  勤 勉 手 当  

本町と同じ 

6月 

12月 

計 

期末・勤勉手当（ボ－ナス）の支給割合［平成16年度］ 

▲ 

特殊勤務手当の支給状況［平成16年度一般会計決算見込額］ 

▲ 

久　　　御　　　山　　　町 国 

（支給率） 

・勤続20年 

・勤続25年 

・勤続35年 

・最高限度額 

・その他の 
　　加算措置 

・１人当たり 
　　平均支給額 

・平均勤続年数 

 

（支給率） 
 

 
 

 

 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

定年前早期退職特別措置 
（2～20％加算） 

国は公表していません 

 

21.0 

33.75 

47.50 

59.28

自己都合  

月分 

月分 

月分 

月分 

 

27.30 

42.12 

59.28 

59.28

勧奨・定年 

2,257万円 2,612万円 

33.5年 35.2年 

 

月分 

月分 

月分 

月分 

退職手当の状況［平成17年4月現在］　　　　　　　　（1万円未満四捨五入） 

▲ 

　本町の勧奨退職は、勤続20年以上で、年齢50歳以上58歳までの職員を対象とする退職制度です。 
　退職手当は、退職時の給料をもとに退職理由と勤続年数によって支給額を算出します。 
　一人当たりの平均支給額は、平成16年度に退職した職員の平均額です。 

扶養・住居・通勤手当の状況［平成17年4月現在］　　　　（月額） 

▲ 
区
分 

扶
　
養
　
手
　
当 

住

居

手

当

 

通
　
　
勤
　
　
手
　
　
当 

久　　御　　山　　町 国 

 

☆扶養親族である配偶者 

☆扶養親族でない配偶者を 
　有する場合の1人目の子等 

☆配偶者以外の扶養親族 
　・2人目まで、1人につき 

　・配偶者がいない場合は、 
　　　　　　　そのうち1人 

　・3人目以降、1人につき 

☆16歳から22歳までの子 

13,500円 

 
6,500円 

 
6,000円 

 
11,000円 

5,000円 

5,000円 
加算 

☆すべての職員 
 
　・新築・購入から5年間 
 
☆借家 
　・家賃額に応じ 

4,500円 
 

2,500円 
 

最高　　　 
27,000円 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

☆片道1km未満 

☆交通機関等利用者 
　・運賃相当額≦55,000円 
　　（6か月定期券で算出し、4月と10月 
　　に一括支給） 

☆自動車等の利用者 
　・2km未満 
　・2km以上3km未満 
　・以降1km増す毎に 

☆片道2km未満 

　 
　 
　 
　 

☆自動車等の利用者 
　・5km未満 
　・5km以上10km未満 
　・10km以上15km未満 
　・15km以上20km未満 
　・20km以上25km未満 
　・25km以上30km未満 
　・30km以上35km未満 
　・35km以上40km未満 
　・40km以上45km未満 
　・45km以上50km未満 
　・50km以上55km未満 
　・55km以上60km未満 
　・60km以上 
 
 
 

　 

　 
　 
　 
　 

　 
　2,000円 
4,100円 
6,500円 
8,900円 
11,300円 
13,700円 
16,100円 
18,500円 
20,900円 
21,800円 
22,700円 
23,600円 
24,500円 

 
 
 

支給なし 

　 
全額支給 

　 
　 

　 
3,000円 
6,000円 
600円 
加算 

支給なし 

　職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員
の身分を有する休職者・派遣職員等を含み、臨時又は非
常勤職員を含みません。 
　なお、平成17年度職員採用計画数は、含んでいません。 

部門別職員の状況および今後の計画［各年4月1日現在］ 

▲ 

一

般

行

政

部

門 

特
別
行
政
部
門 

公
営
企
業
等
会
計
部
門 

270 272 0 ▲7

28 27

6 5

9 9

13 13

82 2

38 1 1

1

144

80

37

43

163 ▲1 1 ▲4

▲1

▲2

▲1

▲3

21 ▲2 ▲2

3 1

8 8

23

162

23

3

22 1

52 52 ▲2

14 14

3937 2

▲1

1

▲1

2

▲1

▲1

3

小 計 

国保等 

下水道 

水 道 

小 計 

消 防 

教 育 

小 計 

土 木 

商 工 

農林水産 

衛 生 

民 生 

税 務 

総 務 

議 会 3

265

27

5

9

13

79

37

42

159

20

3

8

23

50

13

39

3

平成16年 

合　計 

平成17年 平成18年 （予定） 平成16年 平成17年 
平成18年 
（予定） 

職　員　数（人） 対前年増減数（人） 区分 

部門 

特別職の報酬等の状況［平成17年4月現在］ 

▲ 

　町長、助役および収入役の給料については、平
成15年4月1日から、平成18年3月31日までの間、5
％の減額を実施しています。 

区　　　　分 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 

手当の種類 

 
代表的な手当の名称 

全　職　種 

21.9％ 

371,831円 

8種類 

消防の業務 
じん芥収集の業務 
町税の賦課徴収業務 
 

給　料　月　額　等 区　分 

期
末
手
当
等 

報
　
酬 

給
　
料 

679,250円 
817,000円 

641,250円 
395,000円 
325,000円 
290,000円 
2.10月分 
2.30月分 
4.40月分 
1.60月分 
1.70月分 
3.30月分 

助　役 
町　長 

収入役 
議　長 
副議長 
議　員 

町　長 
助　役 
収入役 
 
議　長 
副議長 
議　員 
 

6月 
12月 
計 
6月 
12月 
計 
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町職員の給与などをお知らせします 
平成17年4月1日現在の、久御山町職員の給与・定員管理などのあらましをお知らせします。 

ここに紹介する給与は、手取り額ではなく、税金や各種保険料などを差し引く前の金額です。 

問い合わせ／総務課 

人件費の状況［平成16年度一般会計決算見込額］　　　（1万円未満四捨五入） 

▲ 

ラスパイレス指数［各年4月1日現在］ 
▲ 

　ラスパイレス指数は、地方公共団体の職
員構成（学歴別、経験年数別）が国と同一
であるとしたとき、国の給料額を100として
求められる数値です。 

年　　度 15 16

指　　数 97.0 95.4

  人件費には、一般職に支払う給料、手当、特別職（町長、町議会議員など）に支払う給料、
報酬、手当のほか、共済費などの使用者負担分も含まれています。 
  なお、嘱託員・臨時職員に支払う賃金は、人件費には含まれていません。 

住民基本台帳人口 歳　入　額 
歳　出　額 

A
実 質 収 支  

人　件　費 
B

H17.3.31現在　　 
16,848人 

万円 
676,138

万円 
228,332

％ 
33.8

万円 
26,485

万円 
704,772

人件費率 
B/A

一　般　行　政　職 

国は公表して 
いません 

円 
355,640

技　能　労　務　職 

平均給与 平均給料 
区　分 

平均給料 平均年齢 平均給与 平均年齢 

円 
455,443

歳 
45.2

円 
327,555

歳 
40.2

久御山町 

国 

円 
314,040

円 
384,076

歳 
43.0

円 
283,384

歳 
47.9

国は公表して 
いません 

職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢［平成17年4月現在］ 

▲ 

　給料とは、扶養手当などの諸手当を含まないもので、いわゆる本給です。 
　給与とは、給料と諸手当の合計額です。（国については、昨年の数値です） 

久　　御　　山　　町 

177,400円 

143,300円 

190,200円 

154,300円 

国 

170,700円 

138,800円 

区　　　分 

大　　学　　卒 

高　　校　　卒 

184,400円 

148,500円 

初　任　給 2年経過後 初　任　給 2年経過後 

　初任給は、卒業後ただちに採用された場合の給料額です。 

一般行政職の初任給［平成17年4月現在］ （月額） 

（月額） 
▲ 

経験年数10年 

269,300円 

213,300円 

経験年数15年 

321,100円 

269,300円 

経験年数20年 

366,100円 

321,100円 

区　　　分 

大　　学　　卒 

高　　校　　卒 

一般行政職の経験年数別給料［平成17年4月現在］ 
▲ 

　本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別の職員数です。 

1級 区　分 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計 

部　　長 

課　　長 

課長補佐 

係　　長 

主 事 等  

職員数計 

構 成 比  

9人 

9人 

6.8％ 

13人 

13人 

9.9％ 

7人 2人 

2人 

1.5％ 

7人 

5.3％ 

28人 

14人 

17人 

59人 

44.7％ 

19人 

19人 

14.4％ 

6人 

6人 

4.5％ 

17人 

17人 

12.9％ 

6人 

17人 

28人 

14人 

67人 

132人 

100.0％ 

一般行政職の級別職員数の状況［平成17年4月現在］ 

▲ 

時間外勤務手当の支給状況 
［平成16年度一般会計決算見込額］ 

3,636万円 支給総額（1万円未満四捨五入） 

200,862円 職員１人当たり支給年額 

▲ 

　給与費は、一般職の職員のみの金額で共
済費、退職手当組合負担金は含まれていま
せん。 
  その他の手当とは、扶養・調整・通勤・
住居・管理職・特殊勤務・時間外勤務等の
手当であり、職員全員には支給されない手
当も含んでいます。 

職員給与費の内訳 
［平成17年度一般会計当初予算］ 
　　　　　　　（1万円未満四捨五入） 

▲ 

調整手当の支給状況 
［平成16年度一般会計決算見込額］ 

▲ 

9％ 支  給  率 

242人 支 給 対 象 職 員 数 

― 
国 の 制 度 
       （支 給 率） 

374,864円 
支給対象職員1人当たりの 
平均支給年額 

29,166万円  
（1人当たり 
119万円）  
16.5％ 

44,140万円  
　（1人当たり 
　　180万円） 
　　　25.1％ 

102，768万円  
（1人当たり 
420万円） 
58.4％  
 

その他の手当 

給料 
期末・ 
勤勉手当 176,074万円 

職員 245人 

給 与 費 



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

陶芸教室（8月30日・ゆうホール） 
商工会夏まつり（8月27日・役場駐車場） 

8

久御山中学校 

久御山中学校大同窓会 

懐かしの学びやへ 
中央公民館 

敬老会 

元気な笑い声が響く 

受け付けを済ませる卒業生 

　8月28日、久御山中学校では、創立30周年を記念して、

大同窓会が開かれました。 

　久御山中学校は、昭和50年の開校以来30年が経ち、卒

業生も7,000人近くになっています。この日は在校生や

大同窓会の開催を知った卒業生が、三々五々に懐かしの学

びやへ集まり、卒業年度ごとに受け付けを済ませていまし

た。 

　グラウンドや体育館、木津川河川敷運動広場では、運動

クラブ（バスケットボール部・ソフトボール部・テニス部

剣道部・陸上部・バレーボール部・卓球部・野球部・サッ

カー部）による、卒業生と在校生のクラブ交流があり、真

夏日のなか、真剣勝負を繰り広げ、また、校舎内では、吹

奏楽部が一緒に演奏しました。 

　一方、中庭では、商工会の協力で模擬店や休憩所が設け

られ、食べ物や飲み物を求める参加者でにぎわい、久しぶ

りに会う同級生や先輩・後輩と思い出話に花が咲いていま

した。 

　9月9日、お年寄りの健康と長寿をお祝いする「敬老会」

が中央公民館で開かれ、680人が元気に参加されました。 

　町内には9月1日現在、数え年で70歳以上（昭和11年

12月31日までに生まれた人）のお年寄りが、男性919人、

女性1,297人の合わせて2,216人がおられ、昨年より

109人増えています。 

　式典では、坂本町長が長寿をお祝いする式辞を述べたあ

と、満88歳の米寿を迎えられた32人に京都府から、数え

で88歳の米寿を迎えられた49人に町からそれぞれ記念品

が贈られました。 

　また、今年結婚50年の金婚式を迎えられた26組のご夫

婦に記念品の組湯飲みが贈られました。 

　式典のあと、音楽療法士による「みんなで歌える懐かし

いうた」やマジックショー、落語、海原さおり・しおりの

漫才がおこなわれ、会場は最後までお年寄りの元気な笑顔

と歌声であふれていました。 

金婚式を迎えられたご夫婦 



坂本町長が最高齢者を訪問 
（9月6日・田井久栄さん宅） 

犬のしつけ方教室（9月7日・役場駐車場） 

若宮八幡宮（佐古） ジャスコ久御山店 

千灯万灯会 

灯明による幻想の世界 応急処置の実技指導 

親子サロン（8月
31日・夢くむル

ーム） 

8月15日から9月14日までの受付分（敬称略） 

9

真剣に実技指導を受ける来客者 

　9月14日と15日の夜、佐古の若宮八幡宮で千灯万灯会

がおこなわれました。 

　夕暮れ時からおまいりに来た親子連れらが、本殿と拝殿

前、さらに拝殿から参道の両脇に設けられた灯明台に立て

られた約500本のろうそくに次々と点火していました。 

　ろうそくの炎が境内をうっすらと染め上げ、しばし、幻

想の世界となり、灯明の光りのなかで、豊作と明日への幸

せを祈願されていました。 

救急フェア 

ろうそくに点火する親子連れ 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
名
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

　
田
　
元
秀
 

栗
林
　
清
幸
 

糸
井
　
茂
也
 

　
典
子
 

　
純
子
 

　
ち
さ
と
 

大
橋
辺
 

東
一
口
 

佐
　
山
 

康
彦
・
真
紀
子
 

信
市
・
真
美
 

恵
弘
・
千
晶
 

義
貴
・
恵
美
 

秀
明
・
莉
娜
 

寿
紀
・
あ
ゆ
み
 

　
学
・
知
子
 

啓
太
・
　
梓
 

誠
司
・
和
美
 

和
眞
・
千
夏
 

昌
弘
・
京
子
 

藤
和
田
 

島
　
田
 

東
一
口
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
栄
 

 

藤
井
　
琉
星
 

戸
田
琉
葵
哉
 

岸
　
　
侑
吾
 

潮
津
　
王
明
 

山
内
　
　
越
 

今
井
　
夏
花
 

東
田
　
愛
叶
 

玉
井
　
瑠
夏
 

小
林
　
修
生
 

高
橋
　
幸
太
 

安
藤
　
陸
汰
 

 　る
　
 り

ゅ
う
せ
い
 

　き
　
や
 

ゆ
う
ご
 

も
と
あ
き
 

　
　
え
つ
 

　な
の
は
 

あ
い
か
 

　る

な
 

　し
ゅ
う
 

こ
う

た
 

り
ょ
う

た
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

　救急医療週間の行事の一つとして、9月4日ジャスコ久

御山店で救急フェアがおこなわれました。 

　住民のみなさんが急病や負傷した人に、勇気をもって応

急処置ができるように、町消防本部の消防職員が心肺蘇生

法や応急手当などの実技指導をおこない、また、蘇生人形

や消防車、救急車を展示し、来客者に救急業務に対する正

しい理解と認識を深めてもらうため、入り口では、9月9

日の救急の日に向けた啓発活動をおこないました。 

1歳お誕生日おめでとう。 

東一口　田中泰典・裕子さんの長女 

（平成16年10月14日生） 

田中　優里香ちゃん 
たなか　　　ゆ り か 

せんとうまんとう  え 
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町
で
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
木
造
住
宅

耐
震
化
促
進
計
画
を
策
定
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
 

　
耐
震
診
断
に
よ
り
、
住
ま
い
の
弱
点
を
把
握
し
て
、
必
要
な

と
こ
ろ
を
重
点
的
に
補
強
す
る
な
ど
、
合
理
的
な
対
策
を
お
こ

な
い
ま
し
ょ
う
。
 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の 

　
　
　
費
用
を
助
成
し
ま
す 

木
造
住
宅
の
耐
震
化
が
 

必
要
な
理
由
 

 

耐
震
診
断
の
申
請
 

申
請
の
流
れ
 

　
耐
震
診
断
の
希
望
者
を
再
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
請
期
間
／
10
月
31 
日
b
ま
で
 

対
象
住
宅
／
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

　
れ
た
住
宅
部
分
が
2
分
の
１
以
上
の
木
造
一
戸

　
建
て
住
宅
 

助
成
額
／
耐
震
診
断
費
用
3
0
，
0
0
0
円
の
う

　
ち
2
8
，
0
0
0
円
を
助
成
し
ま
す
。
耐
震
診

　
断
士
の
交
通
費
実
費
分
と
し
て
、
2
，
0
0
0

　
円
は
、
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

※
床
面
積
が
2
4
0
平
方
㍍
を
超
え
る
住
宅
に
つ

　
い
て
は
、
超
え
る
部
分
の
耐
震
診
断
費
用
の
負

　
担
が
必
要
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

  １
．
総
務
課
へ
資
料
請
求
 

 
　
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
総
務
課
へ

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

　
耐
震
診
断
」
と
「
耐
震
診
断
士
派
遣
申
請
書
」

　
を
送
付
し
ま
す
。
 

2
．
診
断
の
申
し
込
み
 

 
　
申
請
で
き
る
の
は
、
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が

　
家
の
耐
震
診
断
」
の
評
点
の
合
計
が
9
点
未
満

　
の
住
宅
の
所
有
者
で
す
。
 

　
　
申
請
書
は
、
総
務
課
へ
ご
持
参
の
う
え
、
面

　
積
や
構
造
、
用
途
等
が
確
認
で
き
る
登
記
簿
や

　
建
築
確
認
の
写
し
な
ど
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
申
請
者
が
多
い
場
合
は
、
先
着
順
に
な
り
ま

　
す
。
 

3
．
書
類
審
査
、
診
断
 

　
・
申
請
後
、
書
類
審
査
を
お
こ

　
　
な
い
、
耐
震
診
断
士
の
派
遣

　
　
を
決
定
 

　
・
耐
震
診
断
日
の
調
整
 

　
・
耐
震
診
断
 

　
　
　
当
日
、
耐
震
診
断
士
の
交

　
　
通
費
実
費
分
と
し
て
、
2
，

　
　
0
0
0
円
の
支
払
い
が
必
要

　
　
と
な
り
ま
す
。
 

4
．
診
断
結
果
の
送
付
 

　
　
耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

　
耐
震
診
断
結
果
通
知
書
を
送
付

　
し
ま
す
。
 

 

   　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
結
果
か
ら
、
昭
和
56
年

以
前
に
建
て
ら
れ
た
家
屋
は
、
一
般
的
に
「
耐
震

性
が
低
い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

▼
震
度
階
級
と
木
造
住
宅
の
被
害
 

震
度
5
強
 

　
・
耐
震
性
の
低
い
住
宅
で
は
、
壁
や
柱
が
か
な

　
　
り
破
損
し
、
傾
く
も
の
が
あ
る
。
 

震
度
6
弱
 

　
・
耐
震
性
の
低
い
住
宅
で
は
、
倒
壊
す
る
も
の

　
　
が
あ
る
。
 

　
・
耐
震
性
の
高
い
住
宅
で
も
、
壁
や
柱
が
破
損

　
　
す
る
も
の
が
あ
る
。
 

震
度
6
強
 

　
・
耐
震
性
の
低
い
住
宅
で
は
、
倒
壊
す
る
も
の

　
　
が
多
い
。
 

　
・
耐
震
性
の
高
い
住
宅
で
も
、
壁
や
柱
が
か
な

　
　
り
破
損
す
る
の
も
が
あ
る
。
 

震
度
7
 

　
・
耐
震
性
の
高
い
住
宅
で
も
、
傾
い
た
り
、
大

　
　
き
く
破
損
し
た
り
す
る
も
の
が
あ
る
。
 

 

　9月11日におこなわれた第44回
衆議院議員総選挙の久御山町の投
票結果は、次のとおりでした。 
　当日の町の有権者数は1万3,727人、
投票率は65.20㌫で、前回（平成
15年11月57.35㌫）を7.85ポイン

ト上回りました。 
◆小選挙区選挙候補者別得票数 
　　　　　　　　　（届出順・敬称略） 
やまのい和則 
いざわ京子 
矢口まさあき 

◆比例代表選挙政党別得票 
　　　　　　　　　　　（届出順） 
自由民主党 
新党日本 
民主党 
社会民主党 
日本共産党 
公明党 

 
 
 
 
 

3,245票 
324票 
2,689票 
364票 
775票 
1,311票 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

3,878票 
4,034票 
859票 

衆議院議員総選挙の結果 
投票率は65.20％ 

在来軸組構法の構造図 



       　
サ
ッ
カ
ー
教
室
開
催
の
案
内
を
見
ま
し
た
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
子
ど

も
た
ち
が
、
ま
た
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
く
な
る
よ
う

な
良
い
環
境
の
な
か
で
、
で
き
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。
教
室
が
6
回
あ
る
な
ら
ば
、
半
分
の
3
回

か
、
せ
め
て
最
後
の
１
回
ぐ
ら
い
は
芝
生
で
さ
せ

て
あ
げ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
男
性
）
 

  　
7
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
等
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
運
営
面
や
経
費
の
負

担
を
考
え
、
町
の
施
設
を
使
用
し
て
開
く
こ
と
を

前
提
に
企
画
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
は
町
の
施
設
で

お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
【
総
合
体
育
館
】
 

   　
木
津
川
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
子
ど
も
の
サ

ッ
カ
ー
の
試
合
を
観
戦
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
環
境
の
悪
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
手
を

洗
え
る
場
所
も
な
く
、
ト
イ
レ
も
不
潔
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
で
こ
ぼ
こ
と
良
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
練
習
し
て
い
て
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち

の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
も
っ
と
良
い
環
境
で
、

練
習
や
試
合
を
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
 

　
ま
た
、
台
風
等
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
水
没
し
た
ら
、

補
修
工
事
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
場
所
に
お
金
を
か
け
て
直
す
必
要
が
あ
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  　
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場
の
現
状
は
、
出
入
口

に
近
い
と
こ
ろ
に
水
道
を
設
け
、
各
ト
イ
レ
の
横

に
も
手
洗
い
用
の
水
を
蓄
え
た
ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
置

い
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ト
イ
レ
は
、
毎
週
１
回
清
掃
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
運
動
広
場
を
ご
利
用
さ
れ

る
み
な
さ
ん
に
も
、
清
潔
な
ト
イ
レ
の
維
持
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
な
制
約
を

受
け
な
が
ら
も
、
良
好
な
運
動
施
設
と
し
て
の
保

持
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
台
風
等
に
よ
り
冠
水
被
害
を
受
け
た
場

合
は
、
運
動
施
設
と
し
て
使
用
に
堪
え
な
い
状
態

に
陥
り
ま
す
の
で
、
復
旧
工
事
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
わ
ず
か
13
・
86
平
方
㌔
の
本
町
で
は
、
こ
れ
だ

け
の
規
模
の
運
動
広
場
を
他
に
確
保
す
る
こ
と
は
、

大
変
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
今
後
と
も
木
津
川
河

川
敷
運
動
広
場
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
憩
い
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

  　
以
前
、
中
央
公
園
で
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
し
た

と
き
、
マ
ウ
ン
ド
で
こ
ろ
ん
で
全
治
3
か
月
の
ケ

ガ
を
し
ま
し
た
。
危
な
い
の
で
な
ん
と
か
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
芝
や
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  　
中
央
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
利
用
者
の
要
望

で
サ
ッ
カ
ー
競
技
に
つ
い
て
も
、
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
野
球
を
す
る
施
設
で
あ

り
、
マ
ウ
ン
ド
を
な
く
す
こ
と
は
、
施
設
設
置
の

目
的
か
ら
考
え
る
と
困
難
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
を
さ

れ
る
と
き
は
、
十
分
気
を
つ
け
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

　
ま
た
、
芝
や
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
面
積
や
財
政
規
模
か
ら
新
た

に
確
保
す
る
こ
と
は
、
大
変
困
難
な
状
況
で
す
。

今
後
と
も
中
央
公
園
や
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場

の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
の
で
、
既
存
施
設
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

   　
不
法
駐
車
は
以
前
よ
り
は
減
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
指
導
を
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
村
・
事
業
所
）
 

  　
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
し
て
、
迷
惑
（
違

法
）
駐
車
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
交
通
安

全
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　
迷
惑
駐
車
は
、
人
の
安
全
を
妨
害
す
る
ば
か
り

か
、
消
防
車
や
救
急
車
等
の
緊
急
自
動
車
の
進
入

が
妨
げ
ら
れ
る
な
ど
、
事
故
が
拡
大
す
る
こ
と
も

あ
り
、
大
変
迷
惑
な
行
為
と
な
り
ま
す
。
 

　
住
民
の
み
な
さ
ん
も
声
を
か
け
あ
い
、
迷
惑
駐

車
の
な
い
安
全
・
安
心
な
道
路
に
な
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
【
監
理
課
】
 

   　
公
園
や
道
に
、
放
置
し
た
ま
ま
の
犬
の
フ
ン
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
小
さ
い
子
ど
も
が
触
ろ
う
と

す
る
の
で
、
で
き
れ
ば
条
例
を
つ
く
っ
て
取
り
締

ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
看
板
だ
け
で
は
あ
ま
り
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
（
林
・
女
性
）
 

  　
犬
の
飼
い
主
に
対
し
て
は
、
広
報
紙
等
で
適
正

飼
養
の
啓
発
、
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
」
や

狂
犬
病
予
防
注
射
会
場
で
の
犬
の
フ
ン
回
収
袋
の

配
布
、
啓
発
看
板
の
設
置
な
ど
に
よ
り
フ
ン
の
後

始
末
に
対
す
る
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
実
効
性
の
検
証
な

ど
先
進
地
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
環
境
保
全
課
】
 

         　
　
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
 

　
せ
て
い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

　
　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
 

　
い
。
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Q

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

A
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
 

芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
 

 

Q
中
央
公
園
の
マ
ウ
ン
ド
を
 

な
ん
と
か
し
て
く
だ
さ
い
 

 

Q
犬
の
フ
ン
放
置
禁
止
の
 

条
例
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
 

 

Q
不
法
駐
車
の
 

指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
木
津
川
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
 

環
境
が
悪
す
ぎ
る
 

町
の
施
設
使
用
を
前
提
に
 

企
画
し
て
い
ま
す
 

 

A
良
好
な
運
動
施
設
と
し
て
 

保
持
に
努
め
て
い
ま
す
 

 

A
マ
ウ
ン
ド
を
な
く
す
こ
と
は
 

困
難
で
す
 

 

A
条
例
の
制
定
を
検
討
し
ま
す
 

A
迷
惑
駐
車
の
防
止
に
 

努
め
て
い
ま
す
 

 

エコーポスト 
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　久御山町と宇治車庫、京阪淀駅を結ぶ路線の開設により
昭和28年4月に新設され、町西部地域の住民の通勤・通学
の足として利用されてきました。開設当初の運賃は、「御
牧～京阪淀駅」間は10円、「御牧～宇治車庫」間は25円
でした。 
　現在、この路線は乗客の減少を理由に今年8月1日に廃
止されましたが、7月1日から新運行内容とした「のって
こバス（巡回バス）」が、「京阪淀駅～ジャスコ久御山店
前」を1日9往復18便運行しており、路線バス廃止の補完
の役目も果たしています。 
　バス停の通称になっている「玉田神社」は、地域の鎮守
の森として親しまれており、10月5日には、参道脇に300
個以上の提灯が灯され、幽玄な雰囲気のなかで神幸祭が執
りおこなわれます。そして、10月9日の本祭りである還幸
祭では、八つの宮座の当家らが烏帽子・狩衣装束や裃姿で
おごそかに行進し、参詣人をいにしえの時代にいざないま
す。 
問い合わせ／都市計画課 
 

　町内「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリーズ
で紹介しています。 
　各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが
使いやすい形で、巡回バスをご利用いただきたいと考えて
います。 
　今回は「御牧（玉田神社前）」のバス停です。 

バス停シリーズ 

「御牧（玉田神社前）」 

家
庭
編
 
P
A
R
T
II
 4

               あ
る
新
婚
家
庭
の
夫
婦
と
、
そ
の
友
人
の
会
話
 

  
 
　
職
場
の
同
僚
の
話
な
ん
だ
け
ど
…
。
 

　
　
　
同
僚
の
家
庭
は
共
働
き
で
5
歳
の
子
ど
も

　
　
　
が
い
る
ん
だ
。
 

　
　
　
「
結
婚
し
た
と
き
に
は
、
『
仕
事
も
家
事

　
　
　
も
助
け
合
っ
て
し
よ
う
ね
』
と
言
っ
て
い

　
　
　
た
の
に
、
今
で
は
『
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
』

　
　
　
と
、
結
局
私
の
負
担
が
大
き
く
な
る
ば
か

　
　
　
り
で
…
。
こ
の
ご
ろ
„
離
婚
“
の
二
文
字

　
　
　
が
頭
を
よ
ぎ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
」

　
　
　
な
ん
て
言
っ
て
い
た
よ
。
 

　
　
　
へ
え
〜
。
で
も
、
ご
主
人
も
決
し
て
遊
ん

　
　
　
で
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
。
女
性
が
仕
事

　
　
　
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
る
の
は
本
当
大
変
だ

　
　
　
と
思
う
よ
。
ど
う
し
て
も
仕
事
を
続
け
な

　
　
　
き
ゃ
な
ら
な
い
の
か
な
？
 

　
　
　
あ
な
た
、
何
を
言
っ
て
る
の
！
 

　
　
　
ダ
ン
ナ
が
態
度
を
改
め
る
べ
き
よ
。
男
は

　
　
　
仕
事
に
か
こ
つ
け
て
家
事
や
育
児
な
ん
て

　
　
　
い
つ
も
知
ら
ん
顔
じ
ゃ
な
い
。
ま
し
て
や

　
　
　
共
働
き
な
ら
奥
さ
ん
の
不
満
は
も
っ
と
も

　
　
　
だ
と
思
う
わ
。
離
婚
を
考
え
る
の
も
無
理

　
　
　
は
な
い
わ
ね
。
 

　
　
　
あ
の
う
…
。
ぼ
く
の
同
僚
っ
て
「
女
性
」

　
　
　
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
な
い
？
。
実
は
「
男

　
　
　
性
」
な
ん
だ
け
ど
…
。
 

　
　
・
　
　
　
…
。
 

 　
私
た
ち
の
心
に
根
付
い
て
い
る
「
男
」
「
女
」

の
固
定
観
念
･
･
･
。
こ
れ
を
「
性
別
役
割
分
担

意
識
」
と
言
い
ま
す
。
 

　
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
や
能
力
が
生
か
さ
れ
る
男
女
共
同
参
画
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
、
今
、
私
た
ち
の
小
さ
な
一

歩
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
 

　女性 

【
社
会
教
育
課
】
 

　男性 

女性は就労しないほうがよい 
結婚するまでは就労 
子どもができるまでは就労 
子どもが大きくなったら再び就労 
子どもができても就労し続ける 
その他 

1.1％ 

2.5％ 

8.7％ 10.1％ 51.1％ 19.2％ 9.8％ 

10.9％ 9.4％ 49.0％ 16.8％ 11.4％ 

　　　　　　　　ちょうちん　　とも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんこうさい 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんこう 

さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え ぼ し　　　かりぎぬしょうぞく　　かみしもすがた　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんけい 

○女性が職業を持つことについて 

久御山町住民意識調査（平成13年9月実施） 
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クリーニングトラブル 

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
利
用
は
日
常
生
活
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
残
念
な
こ
と
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
時
に
迅
速
に
解
決
す
る
た
め
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

　
各
都
道
府
県
の
生
活
衛
生
指
導
セ
ン
タ
ー
の
登

録
店
（
Ｓ
マ
ー
ク
店
）
お
よ
び
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生

活
衛
生
同
業
組
合
加
盟
店
（
Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク
店
）
で

は
、
こ
の
基
準
に
照
ら
し
て
賠
償
し
ま
す
。
 

　
そ
の
際
の
賠
償
額
は
、
事
故
に
あ
っ
た
「
物
品

の
再
取
得
価
格
」
を
基
準
に
、
物
品
購
入
時
か
ら

の
経
過
月
数
に
対
応
し
て
定
め
ら
れ
た
補
償
割
合

を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。
 

　
紛
失
な
ど
で
商
品
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
の

補
償
額
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料
金
の
、
ド
ラ
イ
処

理
は
40
倍
、
ラ
ン
ド
リ
ー
（
水
洗
い
）
処
理
は
20

倍
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

     　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
処
理
後
、
い
つ
ま
で
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
の
責
任
を
問
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
品
物

を
受
け
取
っ
た
後
、
6
か
月
を
経
過
す
る
と
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
は
賠
償
額
の
支
払
い
を
免
れ
る
と

規
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
受
け
取
っ
た
と

き
は
相
互
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
ま
た
、
客
が
取
り
に
来
な
い
な
ど
、
業
者
が
洗

濯
物
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
場

合
も
同
様
で
す
。
 

　
こ
の
事
故
賠
償
基
準
は
、
業
界
の
自
主
基
準
で

す
が
、
加
盟
店
以
外
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
も
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
、
こ
の
基
準
を

参
考
に
賠
償
交
渉
を
お
こ
な
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

　
事
故
の
原
因
は
、
衣
類
の
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
、

消
費
者
の
取
り
扱
い
に
問
題
が
あ
る
場
合
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
例
え
ば
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
色
あ
せ
し
た
場
合

で
も
、
原
因
が
染
色
行
程
で
の
問
題
に
よ
る
ケ
ー

ス
や
販
売
時
に
店
頭
で
直
射
日
光
を
長
く
浴
び
て

い
た
ケ
ー
ス
、
着
用
時
に
パ
ー
マ
液
が
か
か
っ
て

い
た
た
め
変
色
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
 

　
事
故
賠
償
基
準
で
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
が

「
他
者
の
過
失
が
原
因
」
と
証
明
し
た
と
き
は
責

任
を
免
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
衣
類
を
預

け
る
と
き
受
け
取
る
と
き
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

そ
し
て
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
店
に
連
絡
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 

 　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
京
都
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
 

7
１
）
0
0
0
4
、
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
商

工
観
光
室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た

は
町
産
業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
●ミニデイサービス事業（いきいきサロン） 
　本年7月に発表された日本人の平均寿命は、
女性が85.59歳、男性は78.64歳となり、
世界最速のスピードで長寿化が進んでいます。 
　このようななかで、高齢者が生きがいや
楽しみを持ち、地域のなかでいつまでも安
心して豊かな日々の生活を過ごしていただ
くために、町が社会福祉協議会に委託し、
高齢になっても介護状態にならないよう、
その予防のための「ミニデイサービス」（い
きいきサロン）をおこなっています。 
　ミニデイサービスは、平成14年から開始
し、現在9つの地域福祉会（東一口、田井、
下津屋、松陽台、栄1・2丁目、栄3・4丁目、
林、ミサワ林、久御山団地）の福祉協力員
さんの協力をいただきながら、地域の集会
所を会場に開いています。 
　サロンの活動内容は、高齢者間の交流を
図り、健康や介護に関心を持ち、自らが有
する能力を活用して、自立した日常生活を
営むことができるように活動プログラムを
工夫しています。例えば、 
○町保健師や看護師による健康相談、健康
　に関するひとくちアドバイス 
○在宅介護支援センター職員による介護の話 
○レクリエーション　ゲームや野外活動 
○歌や舞踊、手品、手芸等、一芸ボランテ
　ィアによる指導 
　また、サロン活動には、社会福祉協議会
がおこなう「いきいきサロン」のほかに、
地域が主体的におこなっていただいている「ふ
れあいサロン」も活発です。 
問い合わせ／社会福祉協議会 

モ
ズ 

（
ス
ズ
メ
目
モ
ズ
科
） 

　
平
地
部
の
鳥
で
、
2
月
に
な
る
と
低
い
竹

林
の
茂
み
で
営
巣
し
ま
す
が
、
夏
は
涼
し
い

地
域
へ
移
動
し
ま
す
。
単
独
で
行
動
し
、
長

い
尾
羽
を
上
下
左
右
に
ゆ
っ
く
り
回
し
ま
す
。
 

　
縄
張
り
を
つ
く
る
た
め
に
、
秋
に
は
よ
く

鳴
い
た
り
、
争
っ
た
り
し
ま
す
。
初
秋
か
ら

始
ま
る
縄
張
り
宣
言
の
さ
え
ず
り
「
モ
ズ
の

高
鳴
き
」
は
「
キ
ィ
・
キ
ィ
・
キ
リ
ッ
キ
キ

リ
リ
リ
」
な
ど
と
鳴
き
ま
す
。
ま
た
、
他
の

鳥
の
鳴
き
ま
ね
な
ど
を
入
れ
て
鳴
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
 

　
頭
頂
と
脇
羽
は
茶
褐
色
、
翼
と
尾
羽
は
黒

で
す
。
オ
ス
の
過
眼
線
は
黒
く
、
メ
ス
は
茶

色
で
す
。
オ
ス
は
翼
に
白
い
斑
点
が
あ
り
、

メ
ス
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
腹
面
に
細
波
模
様

が
あ
り
ま
す
。
主
に
昆
虫
類
や
カ
エ
ル
、
ミ

ミ
ズ
、
魚
類
な
ど
を
食
べ
小
さ
い
木
の
実
を

食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

※
モ
ズ
を
漢
字
で
書
く
と
百
舌
と
書
き
ま
す
。

　
百
舌
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
鳥
の
鳴
き
ま
ね

　
を
す
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で

　
す
。
春
先
に
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
メ
ジ
ロ
、

　
ウ
グ
イ
ス
な
ど
の
声
を
ま
ね
ま
す
。
 

Sマーク 
（財）全国生活衛生営業 

指導センター 

対象：クリーニング業 

　　　理容・美容業 

LDマーク 
全国クリーニング 

生活衛生同業組合連合会 

対象：クリーニング業 

（
※
）
 



図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

ポ
プ
ラ
社
発
行
 

　
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ル
ー
ル
や
技
術
、
練

習
方
法
な
ど
を
も
っ
と
知
り
た
い
人
向
け
に
、
く
わ
し
く
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ッ
ク（
全
8
巻
）」（
児
童
書
）
 

ポ
プ
ラ
社
発
行
 

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
8
競
技
の
ゲ

ー
ム
開
始
か
ら
終
了
ま
で
に
体
験
す
る
ル
ー
ル
・
技
術
・
作
戦
な
ど

を
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
小
学
生
・
ス
ポ
ー
ツ
全
集（
全
12
巻
）」（
児
童
書
）
 

高
畑
　
好
秀
著
 

　
野
球
を
よ
り
う
ま
く
、
楽
し
く
す
る
た
め
に
、
基
礎
で
あ
る
打
つ
・

投
げ
る
・
守
る
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
野
球
　
打
つ
・
投
げ
る
・
守
る
の
基
礎
」
 

ジ
ー
コ
著
 

　
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
代
表
監
督
と
し
て
選
手
に
ど
の
よ
う
な
能
力
、

戦
い
方
を
求
め
て
き
た
か
、
こ
れ
ま
で
の
代
表
選
手
な
ど
の
証
言
を

交
え
て
紹
介
 

「
ジ
ー
コ
イ
ズ
ム
」
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食生活改善推進員協議会「久味の会」 

195キロカロリー／1人分 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

3
日
b
・
11
日
c
・
17
日
b
・
24
日
b
・
31
日
b

11
月
1
月
c

　
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
読
ん
だ
本
の
な
か
で
、
感
動
し
た
場
面

を
描
い
た
は
が
き
絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
の
利
用
と
あ
わ

せ
、
是
非
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
 

期
間
／
11 
月
9
日
d
（
読
書
週
間
最
終
日
）
ま
で
 

場
所
／
図
書
館
内
掲
示
板
 

作
品
／
3
歳
以
上
の
幼
児
お
よ
び
小
学
生
が
描
い
た
は
が
き
絵
 

お
話
の
は
が
き
絵
展
 

手作りソーセージ 

■材料（4人分） 

作り方  
①　Ａをよく混ぜて、2等分します。 
②　ＢとＣの具をそれぞれみじん切り
　にして、①に混ぜ込みます。それぞれ、
　4個ずつに分けてラップで巻き、ソ
　ーセージの形にして、両端をしぼり
　ます。 

 
③　電子レンジで5分ぐらい加熱して、
　ラップをはずして皿に盛り、Ｄを添
　えて出来上がりです。 
※歯ざわりをなめらかに仕上げるため
　には、具を良く混ぜましょう。 

★
後
ろ
向
き
で
歩
こ
う
 

（
大
道
　
珠
貴
著
）
 

　
結
婚
し
て
も
夫
婦
は
他
人
。
距
離
が

あ
る
か
ら
見
え
て
く
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

男
と
女
の
物
語
。
全
3
篇
 

★
キ
ッ
プ
を
な
く
し
て
 

（
池
澤
　
夏
樹
著
）
 

　
キ
ッ
プ
を
な
く
し
た
ら
、
駅
か
ら
出

ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
駅
で
暮
ら
し
、
「
駅

の
子
」
に
な
る
。
鉄
道
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
 

★
う
そ
つ
き
大
ち
ゃ
ん
 

（
阿
部
　
夏
丸
作
）
 

　
大
ち
ゃ
ん
は
う
そ
つ
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

迷
い
な
が
ら
も
大
切
な
も
の
を
見
つ
け

て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
物
語
 

★
コ
レ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
は
お
か
あ
さ
ん
 

（
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
作
・
絵
）
 

　
コ
レ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
は
困
っ
て
い
る
動

物
を
み
つ
け
る
た
び
に
、
家
に
つ
れ
て

帰
り
ま
し
た
。
小
さ
な
家
は
だ
ん
だ
ん

に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
…
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

鶏ひき肉 
ネギ 
卵 
パン粉 
スキムミルク 

・・・250グラム 
・・・・・・・・・・・・1/2本 
・・・・・・・・・・・・・・・小1個 
・・・・・1/2カップ 
・・・大さじ8

ホウレン草 
しょうが汁 
ニンジン 
レモン汁 
パセリ 

・・・20グラム 
・・・・大さじ1 
・・・・・・・1/2本 
・・・・・・・・・・少量 
・・・・・・・・・・・・少量 

ラディッシュ 
つぶマスタード 
 

・・・・・・・8個 
・・・適量 

A
C

B D



                ▼
一
般
出
場
者
 

「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
」
の
一
般
出
場
者

を
募
集
し
ま
す
。
 

ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
人
、
わ

れ
こ
そ
は
と
い
う
人
は
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
、
在
勤
の
人
 

ジ
ャ
ン
ル
／
問
い
ま
せ
ん
。
 

持
ち
時
間
／
１
組
20
分
 

定
員
／
2
組
（
応
募
者
多
数
の
と
き
は
実
施
委
員

会
で
選
定
し
ま
す
）
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
21
日
f
ま
で
に
産
業

課
へ
。
 

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
 

「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
」
で
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
出

店
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
、
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
（
営

業
目
的
は
不
可
）
 

定
員
／
20
組
（
応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
）
 

応
募
／
10 
月
21
日
f
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
在
勤
の
人
は
勤
務
先
（
名
称
、
住
 

所
、
電
話
番
号
）・
参
加
人
数
・
販
売
す
る
物

品
（
詳
し
く
）
を
ご
記
入
の
う
え
、
町
商
工

会
青
年
部
（
〒
６１３
‐
００３６
久
御
山
町
大
字
田
井

小
字
浜
代
5
の
１
）
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
商
工
会
1
0
7
5
（
6
3
１
）

6
5
１
8
 

   
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
と
京
都
府
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
で
は
、
近
年
低
下
傾
向
に
あ
る
青

年
層
の
投
票
率
向
上
の
た
め
、
青
年
の
視
点
か
ら

の
提
案
・
意
見
等
を
明
る
い
選
挙
推
進
事
業
に
反

映
し
、
か
つ
、
青
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
青
年
層
を
対
象

に
京
都
府
明
る
い
選
挙
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
 

登
録
資
格
 

・
選
挙
に
関
心
を
も
ち
、
明
る
い
選
挙
の
実
現

に
つ
い
て
考
え
、
公
平
・
中
立
に
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
（
公
職
に
あ
る
人
、
公
職
 

の
候
補
者
ま
た
は
公
職
の
候
補
者
に
な
ろ
う
 

              

と
す
る
人
お
よ
び
選
挙
運
動
に
従
事
さ
れ
る

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）
 

・
年
齢
が
満
18 
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
人
 

・
府
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
人
 

登
録
の
応
募
方
法
 

住
所
（
自
宅
住
所
が
府
内
で
な
い
場
合
は
勤
務

先
等
の
住
所
）、
氏
名
、
生
年
月
日
お
よ
び
電
話

番
号
を
記
載
し
た
書
面
を
、
府
選
挙
管
理
委
員
会

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
 

活
動
内
容
 

登
録
さ
れ
た
人
に
は
、
啓
発
目
的
や
選
挙
制
度

な
ど
に
関
す
る
研
修
会
や
府
選
挙
管
理
委
員
会
・

府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
お
こ
な
う
街
頭
啓

発
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
活
動
方
法
な
ど

に
対
し
て
、
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま

す
。
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
 

府
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
〒
６０２
‐
８５７０
住
所

不
要
）
1
0
7
5
（
4
１
4
）
4
4
5
0
、
6
0
 

7
5
（
4
5
１
）
5
4
5
2
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.kyoto.jp/senkyo/index.html 
E-m

ail:chiho@
m
ail.pref.kyoto.jp 

              

 
 町

で
は
、
巨
椋
池
干
拓
地
環
境
保
全
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
連
携
し
て
、
巨
椋
池
干
拓
地
の
生
き
物

の
観
察
や
周
辺
の
投
棄
ご
み
の
実
態
な
ど
、
同
干

拓
地
の
環
境
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
自
然
環
境
保

全
に
取
り
組
む
意
識
づ
く
り
を
目
的
に
自
然
観
察

会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
5
日
g
　
午
後
0
時
20
分
〜
4
時
30

分
（
小
雨
決
行
）
 

集
合
場
所
／
午
後
0
時
10 
分
ま
で
に
総
合
体
育
館

前
に
集
合
 

場
所
／
巨
椋
池
排
水
幹
線
 

内
容
／
巨
椋
池
排
水
幹
線
内
の
生
き
物
の
捕
獲
・

観
察
お
よ
び
清
掃
活
動
な
ど
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

持
ち
物
／
長
ぐ
つ
、
雨
具
、
ぼ
う
し
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
10 
月
20
日
e
ま
で
に

環
境
保
全
課
へ
。
電
話
可
 

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
 

京
都
府
明
る
い
選
挙
 

啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

自
然
観
察
会
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教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
4
月
に
町
立
幼
稚
園

に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
期
間
に

生
ま
れ
た
幼
児
 

3
歳
児
…
平
成
14 
年
4
月
2
日
〜
15 
年
4
月
１
日
 

4
歳
児
…
平
成
13 
年
4
月
2
日
〜
14 
年
4
月
１
日
 

5
歳
児
…
平
成
12 
年
4
月
2
日
〜
13 
年
4
月
１
日
 

定
員
／
3
歳
児
…
佐
山
幼
稚
園
35
人
、
御
牧
幼
稚

園
20
人
、
東
角
幼
稚
園
40
人
 

　
　
4
歳
・
5
歳
児
…
各
園
と
も
若
干
名
 

申
し
込
み
／
10 
月
4
日
c
か
ら
12 
日
d
ま
で
の
間

に
各
幼
稚
園
・
教
育
委
員
会
で
配
布
す
る
入

園
申
請
書
に
記
入
押
印
の
う
え
、
各
校
区
の

幼
稚
園
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  
荒
見
苑
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寄
せ
植
え
教

室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
13 
日
e
…
サ
ボ
テ
ン
の
寄
せ
植
え
 

10 
月
17 
日
b
…
草
花
の
寄
せ
植
え
　
ど
ち
ら

も
午
後
１
時
30
分
〜
2
時
30
分
 

場
所
／
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
各
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
10 
月
11 
日
c
ま
で
に
同
苑
へ
。
電
話

可
 

  
さ
つ
き
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
料
理
教
室
を
開

き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
12 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
午
後
0
時
30

分
　
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
調
理
実
習
室
 

対
象
／
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

講
師
／
ク
ッ
ク
ピ
ー
プ
ル
の
み
な
さ
ん
 

費
用
／
5
0
0
円
（
材
料
費
）
 

申
し
込
み
／
10 
月
3
日
b
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。
電
話
可
 

※
通
所
の
困
難
な
人
は
送
迎
を
し
ま
す
。
 
 
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
交

流
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
15 
日
g
　
午
前
8
時
30
分
出
発
 

行
先
／
「
き
の
こ
村
」
（
奈
良
県
月
ヶ
瀬
）
 

内
容
／
し
い
た
け
狩
り
・
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
な
ど
 

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
 

費
用
／
大
人
4
0
0
円
・
子
供
2
0
0
円
 

申
し
込
み
／
10 
月
11 
日
c
ま
で
に
地
域
の
民
生
児

童
委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

※
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

      
町
で
は
、
宇
治
防
犯
協
会
な
ど
と
共
催
で
、
第

22
回
暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止
宇
治
市
・
久
御

山
町
住
民
大
会
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
8
日
g
　
午
前
9
時
45
分
か
ら
 

場
所
／
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
小
ホ
ー
ル
 

内
容
／
第
１
部
…
式
典
　
第
2
部
…
特
別
講
演
　

演
題
「
非
行
少
年
と
家
庭
裁
判
所
」
　
講
師

京
都
家
庭
裁
判
所
調
査
官
　
奈
良
泰
政
さ
ん
 

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

※
役
場
か
ら
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

午
前
8
時
45
分
に
役
場
を
出
発
し
ま
す
。
 

  
家
屋
を
新
築
（
増
築
）
さ
れ
ま
す
と
、
家
屋
の

評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
。
家
屋
の
評
価
と
は
、
来

年
度
か
ら
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
課
税

す
る
た
め
に
、
新
築
（
増
築
）
さ
れ
た
居
宅
や
倉

庫
、
工
場
な
ど
の
評
価
額
を
算
出
す
る
調
査
で
す
。
 

該
当
す
る
人
に
は
、
事
前
に
お
伺
い
す
る
日
時

を
連
絡
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
児
童
手
当
の
今
月
の
支
払
日
は
、
5
日
b
で
す
。

指
定
の
口
座
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
音
楽
に
あ
わ
せ
た
体
操
な
ど
を
お

こ
な
う
教
室
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
4
日
c
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
 

場
所
／
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

内
容
／
歌
・
体
操
・
健
康
相
談
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
ワ
ク
チ
ン
が
十
分
な
効
果
を
維
持
す
る
期
間
を

考
慮
し
、
今
年
度
は
早
め
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

期
間
／
10 
月
20
日
e
〜
12 
月
31
日
g
（
年
末
の
実

施
日
は
、
医
療
機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
 

対
象
／
①
65
歳
以
上
の
人
　
②
60
歳
か
ら
65
歳
未

満
の
人
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害

ま
た
は
H
I
V
に
よ
る
免
疫
機
能
の
低
下
に

よ
る
障
害
で
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
（
生
活
保
護
世
帯
、
町
民

税
非
課
税
世
帯
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

接
種
さ
れ
る
前
に
長
寿
健
康
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
）
 

場
所
／
町
内
ま
た
は
宇
治
市
・
城
陽
市
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

※
接
種
を
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
医
療
機
関
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 

日
時
／
10 
月
5
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
前
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  日
時
／
10 
月
18 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
　
 

対
象
／
神
経
系
難
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族
 

※
神
経
系
難
病
と
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
多
発

性
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋
無
力

症
な
ど
。
 

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・
助
言
 

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
　
南

京
都
病
院
　
神
経
内
科
診
療
部
長
　
杉
山
博

医
師
 

定
員
／
6
人
（
先
着
順
）
 

申
し
込
み
／
同
保
健
所
保
健
室
1
0
7
7
4
（
2

１
）
2
9
１
１
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

 

幼
稚
園
児
 

秋
の
草
花
教
室
 

料
理
教
室
 

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
親
子
交
流
会
 

児
童
手
当
の
支
払
い
 

ひ
だ
ま
り
ク
ラ
ブ
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を
 

暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止
 

住
民
大
会
 

今
月
の
献
血
 

神
経
系
難
病
相
談
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城
南
衛
生
管
理
組
合
と
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
環
境
ま
つ
り
」
と
「
下
水
道
ま
つ
り
」
を

同
時
に
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
30
日
a
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
 

（
雨
天
の
場
合
は
、
11 
月
6
日
a
に
延
期
）
 

場
所
／
城
南
衛
生
管
理
組
合
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
）

お
よ
び
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
 

内
容
／
環
境
ま
つ
り
…
リ
サ
イ
ク
ル
市
な
ど
。
 

※
環
境
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
は
、
久
御

山
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
お
こ
な
い
ま
す
。
 

下
水
道
ま
つ
り
…
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。
 

問
い
合
わ
せ
／
「
環
境
ま
つ
り
」
城
南
衛
生
管
理

組
合
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
8
2
5
 

「
下
水
道
ま
つ
り
」
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
 

1
0
7
5
（
6
3
2
）
１
4
3
3
 

  
京
都
府
計
量
検
定
所
で
は
、
平
成
17 
年
度
の
業

務
用
は
か
り
の
定
期
検
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。
こ

の
検
査
は
2
年
ご
と
に
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い
「
は
か
り
」
は
業
務

用
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
28
日
f
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
 

場
所
／
町
商
工
会
館
 

※
受
検
の
際
に
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。
な
お
、

当
日
受
検
で
き
な
い
場
合
は
後
日
、
同
検
定
所

（
上
京
区
室
町
通
中
立
売
上
ル
）
1
0
7
5
（
4
 

　
4
１
）
8
3
3
5
で
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  
10 
月
10 
日
-
（
雨
天
の
場
合
は
10 
月
16 
日
a
に

延
期
）
に
お
こ
な
わ
れ
る
町
民
運
動
会
で
、
く
み

や
ま
音
頭
を
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
練
習

日
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

練
習
日
／
10 
月
4
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
、

午
後
7
時
〜
8
時
30
分
 

場
所
／
総
合
体
育
館
　
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

  
公
共
下
水
道
の
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で
下

水
道
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
 

                       問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

 

   
ご
家
庭
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー

は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
8
年
を
経
過
す
る
前

に
取
り
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

該
当
す
る
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作
業
を
、
町

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
10 
月
初
旬
か
ら
お

こ
な
い
ま
す
。
お
留
守
の
場
合
で
も
作
業
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

該
当
す
る
人
に
は
事
前
に
通
知
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
交
換
作
業
が
円
滑
に
お
こ
な
え
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

  
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域

福
祉
活
動
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
講
演

会
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
10 
月
19 
日
d
　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30

分
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
　
視
聴
覚
室
 

費
用
／
無
料
 

演
題
／
地
域
福
祉
を
考
え
る
〜
町
地
域
福
祉
会
活

動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
〜
 

講
師
／
㈱
地
域
計
画
医
療
研
究
所
　
代
表
取
締
役

　
美
留
町
利
朗
さ
ん
 

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

     
町
卓
球
協
会
で
は
、
卓
球
大
会
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
 

日
時
／
10 
月
30
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生
以
上

の
人
 

種
目
／
個
人
戦
（
１
〜
3
部
）
 

費
用
／
一
般
5
0
0
円
、
高
校
生
3
0
0
円
、
中

学
生
無
料
 

申
し
込
み
／
10 
月
23
日
a
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
館
内
）
1
0
7
7
4
（
4
4
）

2
2
0
5
ま
た
は
町
卓
球
協
会
事
務
局
（
松

本
さ
ん
宅
）
1
0
7
7
4
（
4
3
）
6
5
6
 

　
　
3
へ
。
電
話
可
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

10 
月
12 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
・
午
後
１
時
〜
3
時
　
ゆ
う
ホ

ー
ル
2
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

10 
月
11 
日
c
・
25
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

10 
月
20
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

10 
月
13 
日
e
・
27
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
交
通
事
故
巡
回
相
談
】
（
京
都
府
）
 

10 
月
5
日
d
・
19 
日
d
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

宇
治
総
合
庁
舎
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
１
 

環
境
ま
つ
り
と
下
水
道
ま
つ
り
 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
 

取
り
替
え
に
ご
協
力
を
 

第
１
回
福
祉
講
演
会
 

卓
球
協
会
会
長
杯
 

く
み
や
ま
音
頭
を
踊
り
ま
せ
ん
か
 

業
務
用
は
か
り
の
定
期
検
査
 

佐山処理分区（林地区） 

工期は、平成18年2月末まで 

市田処理分区（市田、野村地区） 

工期は、平成18年１月末まで 
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１０月は骨髄バンク推進月間です。 



 

          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
10 
月
10 
日
-
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
10 
月
18 
日
c
・
19 
日
d
・
20
日
e
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
10 
月
13 
日
e
・
18 
日
c
・
20
日
e
・
25
日

c
・
27
日
e
・
11 
月
１
日
c
・
3
日
e
・
8

日
c
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜

11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
超
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
 

日
時
／
10 
月
12 
日
d
・
13 
日
e
・
14 
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
室
で

す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

             ▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
10 
月
6
日
e
・
29
日
g
　
午
前
9
時
〜
正

午
 

13 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

21
日
f
　
午
後
5
時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
10 
月
8
日
g
　
午
後
6
時
〜
7
時
、
29
日

g
　
午
後
8
時
30
分
〜
9
時
30
分
　
（
受
け

付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

  日
時
／
10 
月
8
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
自
然
や
科
学
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。
今
回
は
「
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ

ゲ
ー
タ
ー
の
沼
」
と
「
マ
ジ
ッ
ク
（
手
品
）

Ⅳ
」
で
す
。
 

定
員
／
15 
人
 

  日
時
／
10 
月
12 
日
d
・
26
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
10 
月
8
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
10 
月
12 
日
d
・
26
日
d
　
午
後
１
時
30
分

〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
10 
月
30
日
a
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
6
年
生
 

内
容
／
ス
チ
ロ
ー
ル
カ
ッ
プ
で
お
も
ち
ゃ
作
り
を

し
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

            日
時
／
10 
月
14 
日
f
・
21
日
f
・
28
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

 
ゆ
う
ホ
ー
ル
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
 

館
内
の
機
械
整
備
・
点
検
の
た
め
、
11 
月

30
日
d
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。
 

 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

小
学
生
ビ
デ
オ
学
習
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

申込は１０月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日）  

10774（45）0002

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
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〈ゆうホールからのお願い〉 
自転車で来館の人は、所定の位置に駐輪していただきますようご協力お願いします。 



  　
 

      日
時
／
10 
月
6
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、
10 
月

21
日
e
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
①
10 
月
9
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
　
②
17 

日
b
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
不
可
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
①
10 
月
8
日
g
　
②
22
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
 

　
　
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

                日
時
／
11 
月
5
日
か
ら
12 
月
17 
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
11 
月
19 
日
は
除
く
）
（
6
回
コ
ー
ス
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

       
年
末
年
始
の
体
育
施
設
休
館
の
お
知
ら
せ
 

総
合
体
育
館
は
12 
月
28
日
d
か
ら
１
月
４

日
d
ま
で
が
、
屋
外
施
設
は
12 
月
29
日
e
か

ら
１
月
4
日
d
ま
で
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 

         日
時
／
10 
月
21
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ハ
ー
ブ
や
柿
渋
を
使
っ
て
、
ス
カ
ー
フ
を

染
め
ま
す
。
　
　
 

講
師
／
小
芝
ル
リ
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
10 
月
25
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
庭
や
軒
下
に
眠
っ
て
い
る
器
を
再
利
用
し

て
、
器
に
あ
っ
た
組
み
合
わ
せ
や
植
え
方
を

学
び
ま
す
。
 

講
師
／
石
川
敏
之
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
実
費
（
１
，
5
0
0
円
〜
2
，
5
0
0
円
）
 

持
ち
物
／
器
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
袋
 

  日
時
／
10 
月
28
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
季
節
の
身
近
な
野
菜
を
使
っ
て
、
即
席
漬

け
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

     【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

      
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

ハ
ー
ブ
教
室
 

漬
け
物
教
室
 

寄
せ
植
え
教
室
 

申込は１０月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は１０月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

〈9月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 9 5人　 
8 , 5 7 5人　 
8 , 6 2 0人　 
6 , 5 2 0世帯 

〈8月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 9人　 
6人　 
7 4人　 
6 9人　 

（
前
月
比
／
増
１８
人
）
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保健予防のコーナー 
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10か月児健診（9月14日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

13日E
※ 

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  
栄 養 相 談  

24日B成 人 歯 科 健 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 
栄養士による栄養相談 

会場は、すべて保健センター（※はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
予防接種・乳幼児健診の送迎バスの運行は、9月で終了しました。今月からは、「のってこバス」など公共交通機
関をご利用ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

～１時55分 
午後１時40分 

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  18日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）は、個別接種となっています。
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこなっ
　ていません。 

～3時20分 
午後2時 

（服用） 
27日E

12日D

4日C ・生後3か月～7歳6か月未満の人（生後3か月～1歳
　6か月に終了が望ましい） 
　6週間あけて2回服用。下痢をしている人は服用
　できません。 

ポ リ オ  

健 　 診 ・ 相 　 談  

予　防　接　種 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  

10 か 月 児 健 診  

18日C3 ～ 4 か 月 児 健 診  

乳 　 幼 　 児  

19日D

ことば・しつけ・栄養などの相談 

医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

～11時 
午前9時30分 

～2時 
午後１時20分 

～１時50分 
午後１時20分 医師による健康診査 

離乳・保育・栄養などの指導 

個人通知が届いた人 

平成16年12月生まれ 

母　子　保　健 

7日F

14日F1 歳 8 か 月 児 健 診  
～2時 

午後１時20分 
平成16年1月生まれ 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 28日F3 歳 児 健 診  平成14年3月生まれ 

～2時 
午後１時20分 

24日B
20日E
13日E

パ パ ＆ マ マ 教 室  妊 婦 と 夫  
午後１時～ １時15分 
午前１１時～ １１時15分 
午後１時～ 

プレママ体操等 
調理実習等 
歯科健診・歯の話 １時１5分 

24日B2歳6か月児歯科健診 
～１時40分 

午後１時20分 歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

平成15年3月生まれ 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 
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燃やすごみ 

環境保全のコーナー 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・

森（国道１号以東）・野村・村東・佐山・新開地・

佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西） 

西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

24日 

3日 
25日 

6日 
28日 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

5日 
（第１水曜日） 
19日 

（第３水曜日） 

12日 
（第２水曜日） 
26日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

10月のごみ・し尿収集日 

※簡単な水洗いをして、中身
　の見える袋に入れて出して
　ください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.5
 
 
　二酸化炭素の排出量を乗り物別に比較すると、乗用
車が最も多くの二酸化炭素を排出します。私たちがで
きるだけ乗用車を使わないようにするのと同時に、乗
用車よりも公共交通機関を優先するまちづくりをする
ことが重要です。 
　また、自転車の利用は
二酸化炭素排出抑制策と
して非常に有効です。通
勤や買い物の際には、な
るべくバスや鉄道、自転
車を利用しましょう。 
　週2日往復8㌔の乗用車の運転をやめることで、年間
約8,000円の節約になります。 

　地域により、どうしても乗用車を使わざるを得ない
場合には、次の環境負荷の少ない「エコドライブ」に
心がけてください。 
①無用なアイドリングをやめる。 
②タイヤの空気圧を適正にする。 
③空ぶかしはやめる。 
④急発進・急加速・急ブレーキをやめ、適切な車間距
　離をとる。 
⑤窓を開けるなど、エアコンの使用を控えめにする。 
⑥相乗りに努め、バスや電車などの公共交通機関の積
　極的な利用を心がける。 
※町では、地球温暖化防止対策の一つとして、9月から
　職員に対して、毎月第1水曜日を「ノー・マイカーデ
　ー」と決め、温室効果ガスを減らすための取り組み
　をしています。 
 

公共交通機関の活用 



第40回 高野山参詣の旅（3） 

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

高
野
山
上
の
堂
宇
を
巡
る
 

  　
高
野
山
の
山
上
は
、
標
高
一
○
○
○

メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
広

大
な
平
坦
地
で
あ
る
。
弘
仁
七
年
（
八

一
六
）
、
嵯
峨
天
皇
か
ら
高
野
山
の
地

を
賜
っ
た
空
海
（
弘
法
大
師
）
は
、
山

上
に
金
剛
峯
寺
を
開
創
し
た
。
金
剛
峯

寺
は
、
高
野
山
真
言
宗
の
総
本
山
で
あ

る
が
、
か
つ
て
金
剛
峯
寺
は
、
高
野
山

全
体
の
総
称
で
あ
り
、
伽
藍
は
青
巌
寺

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
 

　
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
旧
号
に
復

し
、
金
剛
峯
寺
を
中
核
に
壇
上
伽
藍
、

そ
し
て
巨
大
な
墓
碑
が
立
ち
並
ぶ
奥
の

院
を
聖
地
と
し
て
、
真
言
密
教
の
法
灯

が
連
綿
と
守
り
継
が
れ
て
い
る
。
 

　
大
門
を
く
ぐ
り
、
東
に
向
か
っ
て
進

む
と
、
左
手
に
壇
上
伽
藍
と
呼
ば
れ
る

聖
域
が
あ
る
。
壇
上
と
は
大
塔
が
鎮
ま

る
壇
、
す
な
わ
ち
道
場
と
い
う
意
味
で
、

最
初
に
諸
堂
宇
が
建
立
さ
れ
た
場
所
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
鮮
や
か
な
朱
色
の
根

本
大
塔
を
は
じ
め
、
金
堂
（
講
堂
）
、

御
影
堂
、
不
動
堂
、
東
塔
、
西
塔
な
ど

が
立
ち
並
び
、
真
言
密
教
の
息
吹
を
今

に
伝
え
て
い
る
。
 

　
現
在
、
壇
上
伽
藍
は
一
九
棟
の
堂
宇

が
あ
り
、
広
い
境
内
は
清
浄
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
る
。
高
野
山
は
空
海
の

開
創
以
来
、
幾
多
の
苦
難
の
道
を
歩
み
、

正
暦
五
年
（
九
九
四
）
、
根
本
大
塔
へ

の
落
雷
に
よ
る
伽
藍
諸
堂
の
焼
失
を
は

じ
め
、
そ
の
後
も
幾
度
か
の
火
災
に
よ

り
、
高
野
山
は
衰
退
と
復
興
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
 

　
根
本
大
塔
は
そ
の
後
も
落
雷
に
よ
る

火
災
で
焼
失
し
、
現
在
の
塔
は
昭
和
十

二
年
の
再
建
で
あ
る
。
ま
た
根
本
大
塔

の
西
側
に
あ
る
御
影
堂
は
、
浅
く
ゆ
る

や
か
に
流
れ
る
檜
皮
葺
の
屋
根
が
優
美

で
あ
る
。
こ
の
堂
は
開
創
当
初
、
空
海

の
個
人
的
な
持
仏
堂
あ
る
い
は
庵
室
と

も
伝
え
ら
れ
、
空
海
の
入
定
後
、
弟
子

た
ち
が
御
影
（
肖
像
画
）
を
安
置
し
、

大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
。
以
来
い
つ
し

か
御
影
堂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
堂
も
数
度
の
火
災
に
遭
い
、
現
在

の
建
物
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
、

紀
州
徳
川
家
が
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
こ
の
よ
う
に
壇
上
伽
藍
の
ほ
と
ん
ど

の
建
物
は
再
建
を
繰
り
返
し
、
最
も
新

し
い
堂
宇
は
昭
和
五
十
九
年
、
一
四
○

年
ぶ
り
に
再
建
さ
れ
た
東
塔
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
見
る
景
観
と
野
村

繁
栄
講
の
一
行
が
参
詣
し
た
享
和
二
年

（
一
八
○
二
）
ご
ろ
の
壇
上
伽
藍
の
景

観
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
聖
域
で
最

古
の
建
物
は
、
不
動
明
王
を
祀
る
不
動

堂
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
貴
族
の
邸
宅

を
思
わ
せ
る
優
雅
な
建
物
で
、
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
時
代
の
も
の
で

あ
る
。
 

　
壇
上
伽
藍
の
参
詣
を
終
え
、
金
剛
峯

寺
へ
向
か
う
道
は
、
両
側
を
植
木
で
凹

凸
を
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
蛇
腹

道
」
と
呼
ば
れ
、
空
海
が
竹
ぼ
う
き
で

蛇
を
払
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い

る
。
高
野
山
真
言
宗
総
本
山
金
剛
峯
寺

は
、
全
国
に
三
六
○
○
か
寺
の
末
寺
を

持
つ
。
緩
や
か
な
石
段
を
上
り
表
門
を

く
ぐ
る
と
、
正
面
に
桧
皮
葺
の
大
主
殿

大
屋
根
の
壮
麗
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
 

　
主
殿
の
大
玄
関
を
入
る
と
、
大
広
間
、

梅
の
間
、
柳
の
間
、
奥
書
院
と
続
く
。

大
広
間
の
襖
に
は
江
戸
時
代
初
期
の
画

家
、
狩
野
探
幽
の
筆
に
な
る
「
松
に
群

鶴
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
奥
に
進
む

と
豪
華
を
極
め
る
格
天
井
の
上
段
の
間
。

そ
し
て
境
内
に
は
、
日
本
最
大
の
面
積

を
誇
る
石
庭
「
蟠
龍
庭
」
が
あ
り
、
雲

海
の
中
で
雌
雄
一
対
の
龍
が
奥
殿
を
守

る
様
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
。
 

　
大
主
殿
の
拝
観
を
終
え
る
と
、
さ
ら

に
高
野
山
の
今
一
つ
の
聖
地
、
弘
法
大

師
御
廟
が
あ
る
奥
の
院
に
向
か
う
こ
と

に
な
る
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
高
野
山
に
は
旅
籠

が
な
く
、
宿
泊
は
塔
頭
（
金
剛
峯
寺
の

境
内
に
あ
る
子
院
）
の
宿
坊
で
泊
ま
る

こ
と
に
な
る
。
江
戸
時
代
、
庶
民
が
高

野
山
の
宿
坊
に
泊
ま
る
と
き
は
、
宿
泊

者
の
住
む
地
に
よ
っ
て
宿
坊
が
決
め
ら

れ
て
い
た
と
い
う
。
 

　
高
野
山
に
は
現
在
、
一
一
七
の
寺
院

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
三
か
寺
が
、
参

詣
者
の
泊
ま
る
宿
坊
を
営
ん
で
い
る
。

宿
坊
は
修
行
の
場
と
連
想
す
る
人
も
多

い
が
、
宿
坊
が
旅
館
と
違
う
の
は
、
早

朝
の
勤
行
が
あ
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
、
参

加
は
強
制
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
 

　
宿
坊
に
は
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代

の
貴
重
な
仏
像
や
仏
画
等
の
寺
宝
を
保

存
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
精
進

料
理
を
味
わ
い
つ
つ
、
文
化
財
や
趣
の

あ
る
庭
園
を
拝
観
す
る
の
も
、
宿
坊
に

泊
ま
る
一
つ
の
楽
し
み
で
あ
ろ
う
。
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弘法大師空海像 

　▲金剛峯寺根本大塔（右）と御影堂 


